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我々は『あすか』衛星による回転駆動型パルサーの系統的Ｘ線探査を開始した。主な目標は、ROSATや Einstein
では若いパルサー以外からは検出・識別が困難であった磁気圏起源および磁極起源のＸ線放射、およびパルサー
風に起因するＸ線シンクロトロン雲の性質とパルサーの磁場・年齢・Ė および環境との関係を観測的に確立する
ことである。それによって、回転駆動型パルサーの超相対論的粒子加速現象 (ローレンツ因子 γ > 106 )と、その
進化を理解することを目指す。具体的には、（１） 磁気圏の加速粒子の直接の結果としての非熱的パルス、（２）
加速粒子によって加熱された磁極からの放射、（３） パルサーの周りの非熱的拡散成分 (パルサー風 Nebulae)、
の三種のＸ線放射を、『あすか』の得意とする 2 keV以上でのエネルギー範囲での広視野撮像、分光、計時機能
を生かして検出し、解析するのが目標である。
観測のサンプルは、まだ『あすか』によって観測されていない電波パルサーから選ぶ。パルス周期とその変化
率から導かれる “Spin-Down flux” (Ė/4πd2) の大きいものが、検出可能性が高く、実際に ROSAT などによっ
て検出されているものが多い。一方、上記の課題を研究するためには、パルサーの物理過程を支配するパラメー
タと、観測的な性質の関連を調べたいが、Spin-down flux の順に観測を行なうことにより、ほぼ自動的にさまざ
まな年齢と磁場強度のパルサーがサンプルされる。あすか AO-6 においては、Spin-Down flux 上位 20個の中で、
まだ『あすか』によって観測されていないものとして、PSR J1744−1134 (P=4.1 ms)、PSR B1823−13 (P=101
ms)、PSR B1800−21 (P=134 ms)、PSR J2124−3358 (P=4.9 ms)、および PSR B1957+20 (P=1.6 ms) の５
個のパルサー（うち３個がミリ秒パルサー）を観測した。これらのパルサーのＸ線画像、スペクトルなどの初期
解析結果や、新たに得られたサンプルを加えたパルサーＸ線光度と回転エネルギー変化率との統計的関係など、
研究の現状を報告する。


